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花は、様々な色や形、香りなどの要素が組み合わさることで、人々
を魅了します。花は毎年決まった時期に咲き、人々に季節の変化を
気づかせてくれます。自然が作り出したこの花の美しさが、どのよ
うなメカニズムによって形成されているかを明らかにする研究を�
行っています。
花色は、アントシアニンやカロテノイド、ベタレインなどの植物
色素が花弁に蓄積し、その種類や量、組み合わせが花色に貢献して
います。私たちは、アントシアニン生合成に関与する重要な遺伝子
を特定し、花色の違いを引き起こす要因を解明しています。私たち
が発見した花弁着色を阻害する遺伝子は、花色の安定性にとって重
要であると考えています。花色以外にも、八重咲きなどの花形に関
する研究や、花成制御機構の研究を行っています。また、交雑育種
では作り出せない花色や花形を開発するために、遺伝子組換え技術
を利用した新規花卉を作出する研究も実施しています。

静岡県や愛知県は温暖な気候のため、花卉園芸作物の主要生産地であります。花は農作物の一つであるととも
に、ファッション・インテリアとしての位置づけもあり、常に新しい品種が求められています。
近年、モデル植物を用いた研究で、植物の生理や生態に関する基礎的知見が蓄積しています。私たちの研究室
では、ポストゲノム研究として花卉園芸がどのように発展してきたのかを明らかにするために、分子生物学的な
解析を行っています。花卉園芸作物は、花の形態に注目して育種されており、その花色や花形、花が咲く季節の
どれをとっても多様性を持っています。これら多様な形質が、花卉園芸作物にとって重要な形質であり、その原
因遺伝子を明らかにすることで、新品種の開発や安定した生産技術の開発に活かしていきたいと考えています。
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“花卉園芸の品質向上に向けた有用形質の分子生物学的解析”

花色や花形などの花にとって重要な形質の分子メカニ
ズムを研究し、育種や栽培に役立てます。
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